
この２年間で図書館の環境整備
を進めてきました。
学びの拠点となる「第１図書

館」と、絵本を中心とした「第２
図書館」とし、学習活動に合わせ
て活用しています。図書ボラン
ティアの方々と連携し、学びにつ
ながる図書館づくりを目指してい
ます。

本校の図書館教育～読書科の指導を中核として～
大杉第二小学校図書館の構想～学校全体を図書館として捉え、子供の学習へ生かす～

第１図書館

第２図書館

少しずつ変わってきた図書館

地域と学校が協力して進める読書科の推進

図書ボランティア（保護者、地域の方々）
による月１回の読み聞かせ活動、装飾、清掃
などの学校図書館の環境整備を行っています。
学校と地域が協力して、児童の読書活動の充
実に努めています。



本校の図書館教育～読書科の指導を中核として～

令和５年９月よりパソコンによる蔵書管理システムに移行したことによ
り、オンラインで貸出オリエンテーションを全校で実施しました。読書
記録カード（「本となかよし」）に個人バーコードを搭載して、日常的
な図書館活用の促進を図っています。コンクールなど子供の関心の高め
る取組を今後も続け、「主体的に読む子、問い続ける子」を目指します。

多読賞を２種類設け、子供の読書活動の啓発に努めています。１年間で
６０冊（全学年）と、１万ページ（３～６年）の多読賞です。また、読
書旬間（年３回）のでは、教職員や図書委員会の読み聞かせなども行い、
読書の楽しさを伝え、読書の日常化を進めています。


